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緒 広三羽

ともいう)を図式表現したものが第2図であるが， この

図によって，校切先端2rj) ù)彩 fi::の着生;土*~ì~1二ではfょく，

著者らは前報において稲の叢粒性なる形貨が質的には 各ffi{とはやはり交互に着生していることが知られる。つ

第1述鎖君、{に属する不完全優性遺伝子 CIの支配をうけ まり校í?l!の先端部が (11 1びないか，QV;いほ安{との ~rr生位校

ると共に， ]1ヲ質の表現程度においていわゆる量的な形質 が先の方;ニ移行し三かのし、ずれかに|苅るものと λ なし

発況に関与する徽働遺伝子の支配をもうけている可能性 うる。

が高いことを指摘した (MORIMURAand SAKAI 1965， 第31;;;1:土供試材料の系訂?である。交何s)llの正t市型;土

T AKAHASHI and MORIMURA 1968)。倣働遺伝子の存 N-44， /¥-5および /¥-58であり，これらは当育節学教室

否を確かめ，これら遺伝子ゐと主|動遺伝子 Clとの紅[71関 で永年n殖をつづけているものであるから純系とみなし
係を|川らかにし併せて器1守形成の観点から殻粒性の形

f邸内特性を調べたのが本報である。

本論に入るに先だち，同立遺伝さ学研究所応用退(:;:;'-:;1)長

問井究明J土の御指導とß)J~言に対しまた同研究所応用

遺伝郎各位校びに二Itifi}:jg大学農学部育語学教~~T.の木下俊

郎氏の御協力に対し誠意を表する次第である。

材料および方法

稲の頴Iti工枝1裂の先端まて、ほほ等IHJI漏に着生するのが

一般である。これVこ対し叢粒性の稲では穎花が校i辺の上

司王j"gまたは先立rtu附近においてf長生したかのように者生し

ている(第1r玄1)。ニの形質は元来がインド稲で見11¥され

たものといわれているがう本研究に用いられたものはそ

れが北米品種内に移されたもの，および著者らによって

日本稲内に導入されたものである。 11塁粒性(叢生小~E性

北海道大学段学部千f稀学教室業績
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Fig. 2. Diagramatic expression of clustering 

habit in a panicle 

(a) details of clustered spik巴lets;

(b) branches with clustered spikelets; 

(c) a normal branch 

N-44 x L-16 (1959) 

F'-F
Z
_
c 
， 3_・ら ー-Fs一一ー 一ー九(underse1ection) 

け(MX(C|二1.2. 3山川)A--5J f' 持 Se1ectedCIーらlinesshowing 
，!. the same heading time as those of 
~'N-44， A-58 and A-5. 
日←ら (underselection) 

Fig. 3. Genealogy of materials used in the 

present exammat!Ons 

うる。また L-16は北米 JODON氏の育成と保存にかか

る Cl保有の遺伝子型株で，これも純系と考えてよいも

のである(長尾・高橋及び森村 1964)。

前報 (TAKAHASHI and MORIMURA 1968)に報じた

N-44xL-16の日のうちから， N-44， A-5およびA-58

と出穂、期をほぼ同じくする 7系統(今後これを CI-1~Cl-

7と称する)を選び，これらを本報告の主要部分をなす

実験交雑の親とした。従って交雑親としてのこれらのも

のは未だ分離|止代にある叢生系統といわねばならない。

これとは別に， N-44XL-16の F4から養成を続行した

F5およびれをも調査の対象とした。上記の7系統は正

常型 N-44，A-5および A-58と総当たり式に交雑せら

れ，その F1から F4に亘る各世代が叢粒性につきその遺

伝行動と形態的特性が調査せられたので、ある。

{共事t材料の育成と観察は，主として静岡県三島市の国
立遺伝学研究所の圃場で行なわれ，栽培方法は当該地の

慣行法に従った。

計量形質としての叢粒性の表現方法は，次の2種類で

ある。

叢生小花の総数
a (%)=~6認可司E主主 x100 

叢生小1'Eを着ける節数
b(%)=~~~'1 穂総節数 XlOO 

特に必要ありと認めた場合のほかは aの表示法を用い

た。また個体当たりの供試穂数については代表的なもの

5穂を採った。穂の大きさ (1穂粒数)については，交雑

親， F1を通じて 1穂当たり 30粒以下の着生粒の穂で

はその形質表現度が 1穂当たり 40粒乃至剖粒のもの

にくらべかなり異なることが判明したのでなるべく対象

外とした。なお着粒数が 100を越えた場合は，それほど

の差が認められないので，上限に対する制限は加えな

カミっ fこ。

実験結果

選抜 7 系統 (CI-1~CI-7) は第 l 表の上部に示すごと

く表現度に関し CI-1，-2，←5， -6とCI-3，-4， -7の2群

に大別される。また第1表の下部は最初の交雑に用いら

れた L-16の表現度であるが，これと CI-3，-4， -7のそ

れを比較すると F4までの育成過程において選抜の効果

があったことを示唆している。つまり主働遺伝子 Cl以

外の遺伝子の存在を物語るむのである。

7系統の次の白殖i止代すなわち初発交雑のむを対象

に叢粒性に関係するとみられる各形質につき分散分析を

通じて F3の固定度を調べたところ， a値， b値，一次校

梗長および粒数などの各形質とも，場所(主に窒素施与

量)による有意差はないが，系統聞には有意、差が認めら

れた。これは供試系統聞に遺伝子差を生じたことにもよ

Table 1. “Clustering" expr巴ssivityin parental 
clustered lines and strains 

a-~も Hも

Cl-1 73.5 49.6 

Cl-2 75.3 52.1 

CI-5 78.8 55.3 

Cl-6 82.8 62.0 

CI-3 86.2 66.6 

Cl-4 86.1 65.6 

Cl-7 87.8 69.3 

Total 70 plants 

L-16 78.3 54.3 

L-28 86.7 67.1 
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るとみなされる。 さらに， Cl-7の F5の10系統につい

て分散分析を試みた結果によれば一次枝梗，粒数および

着粒密度などは既に固定の域に達していたが，叢粒1生の

表現度としてのa値やb値は固定されていなかった。こ

れは表現度が他の形質にくらべ同数またはより多くの遺

伝子に支配され，それら微働遺伝子に関し F4や F5では

未固定，または系統間差が現われたものとみなされる。

このように交雑親として用いようとする各系統は未だ分

離世代にあるものと推定されたわけであるが，交雑組合

わせ聞での比較を行なう場合には，これら各系統から派

生した個体群，系統群の平均値の差に基づいて親系統の

差を推定する方法を採るため親系統の固定度が必ずしも

高くないとしてもそれは本報の実験遂行止特別な支障は

ないものと判断した。

上記7系統と組合すべき正常型交雑親系統の固定度に

ついては既述の如く純系であり，事実，一次枝梗長，粒

数共に系統内に差なく，また場所による変動も殆んどな

Table 2. “Clustering" expressivity of Fjs from 

crosses b巴tweennormal strains and 

clustered lines with several degree of 

clustering 

Combination a-~も Hも No. of 
plants 

A-5xCl-1 

Cl-2 

Cl-5 

Cl-6 

Cl-3 

Cl-4 

Cl-7 

A-58xCl-1 

Cl-2 

Cl-5 

Cl-6 

Cl-3 

Cl-4 

Cl-7 

N-44xCl-1 

Cl-2 

Cl-5 

Cl-6 

Cl-3 

Cl-4 

Cl-7 

55.6 

59.0 

37.0 

39.2 

5 

11 

59.9 39.8 8 

65.7 42.6 11 

55目1 36.9 12 

57.8 38.6 18 

57.0 38.2 10 

59.8 39.8 2 

55.9 36.8 10 

59.5 40.0 6 

57.5 38.7 9 

65.3 43.0 13 

65.5 43.8 7 

65.6 43.0 5 

71.4 48.0 17 

71.9 49.1 11 

70.0 46.8 28 

く，固定されていることをうらずけた。

第2表は叢生7系統と正常3系統の各交雑組合わせに

よるのお平均表現度である。各セット内で用いられた

叢生7系統は各セット共通であり，従って全体としての

遺伝的寄与は同様であるとみなすならば，セット聞のF1

表現度の差異は正常系統の差異に因ることになる。この

意味から Fjの表現度がN-44xCl-1--7>A-5xCl-1-

ー7>A-58xCl-1-ー7なる順序にあることは， そのまま

叢粒性の表現現4度に対する正常常，系統の貢献度が N一-44>A

一-5>A-5臼8の!順|願頃であることを意

親に配されたところの一つのセ、ツノト内てで、の叢生7系統の

ちがいによる Fj表現度の差異については，A-58のセッ

ト内ではそれ程顕著でないが， A-5及び N-44を含む

各セット内においては Cl-1，-2， -5， -6の群と Cl-3，-4， 

7の群の F1表現度に明らかな差が存することが示さ

れた。

第4，5及び6図は，各組合わぜの Fj表現度をグラフ

で示したもので，組合わせ毎の平均値の差が更に明確で

ある。第4図におけるグラフの下部の0印は，もとの交

雑すなわち N-44xL-16の F1の表現度である。第7図

はすべての組合わせの F1表現度をまとめて示したもの

であるがp 正常型3系統の遺伝的な差異が明らかに認め

られる。

A-58 x Cl-7の F1の1株を栄養系繁殖しそれらの穏

を単位として調査したところ第3表の如くであった。す
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Fig. 7. Correlation diagram of two kinds of 

“clustering" expressivity in FJ 

Table 3. Expressivity of clustered spikelets 

in clones from FJ plant 

Clone Panicle Mean 

1 1. 54.4 59.3 62.2 56.4 53.1 (57.0) 

2. 62.0 69.8 56.2 56.4 59.1 (60.7) 

3. 71.1 52.3 56.7 53.3 47.2 (56.2) 

4. 59.3 54.3 5l.7 52.9 65.5 (56.8) 

5. 54.9 54.5 55.6 58.2 54.0 (55.0) 

II 1. 53.8 62.7 67.2 39.6 58.3 (58.6) 

2. 50.7 55.4 57.1 55.7 63目6 (56目4)

3. 53.7 57.8 51.4 56.3 630 (56.7) 

4. 56.8 57.7 56.9 52.9 64.0 (57.7) 

5. 56.4 65.1 48.5 54.2 51.9 (55.6) 

6. 52.8 57.8 59.7 60.6 54.8 (57.3) 

III 1. 61.5 64.3 50.0 60.5 53.6 (58.8) 

2. 59.6 64.1 54.1 70.9 52.4 (61.0) 

3. 57.8 61.5 46.7 72.1 48.5 (57.6) 

4. 58.0 65.6 56.6 51.4 52.9 (57.8) 

5目 71.6 52.2 66.7 55.1 61.4 (61.3) 

6. 63.2 58.8 59.3 53.2 68.6 (60.2) 

7. 58.3 65.2 71.6 62.5 61.3 (64.2) 

8. 63.4 52.4 54.9 61.8 64.7 (59.7) 

Variance Analysis 

Source d.f. S.S. M.S. F 
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なわち個体問に有意差なく，環境によるふれは小さかっ

た。 また N-44に CI-3，-4及び 7を配した交雑の Fl

の年次変動をも調べたが，年次聞の有意差はなかった。

第8図は叢生の交雑親系統， Fl及ぴらにおける二つ

の表現度 a及び bの相互の関係を回帰，係数で示したも

のであるが，各組合わせとも一次回帰でその関係を表わ

すことが可能である。第9図はN-44x CI-7， A-58 x Cl 

7および A-5XCI-4の3組合わせの五分布をヒストグ

ラムで示したものである。主働遺伝子としての Clは不
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(1) CI-1.2.5.6 
90ト (2)Cト3A:?
(3) N~44xCI~7(F，) 

a担 (4)N-44 x CI-3.4.7. 
(5) N-44 xCI-I.2.5.6 
(6) A-58 x CI-3，4.7 

80卜 (71A -5 x CI-3，4，7. 
(8)A-58x口一1，2，5，6
(9)A-5x口一1，2，5.6
(l0J A~58 xα一7(日)

701 

Y~54.7 + 1.33 (x-77.5) 
y~ 67.6+ 1.24 (x-86.6) 
Y~57.2+ 1.1 0 (x-78.2) 
Y~47. 9十0.83(x-70.7)
Y~43.4 +0.79(x-65.4) 
y~ 37.9十0.71(x-56.9) 
Y~4 1. 6+0.67(x-63.4) 
Y~38.1 +0.69Ix-56.9) 
Y~37.7十日 57(x-57.3)
Y~45.4 +0.45 (x-64.8) 

60 

50 

40 

間
」

ω日 F日 80 90 100 
b% 

Fig. 8. Regression graph of a% on b~も

in parental clustered lines， th巴ir
F)s and F2s 

完全優性遺伝子であるから， F1はやや仁tl間型， F2におい

ては3(叢生型):1 (正常型)に分離する。 ここで特筆すべ

きことは質的形質としては3:1に分離するが，量的形質

としてはかなりの変異が存することである。叢生個体群

を組合わせ毎に比較すると N-44xCI-7のむのものが

表現度において他の組合わせのものよりも高い位置で分

布している。 A-58XCI-7とA-5xCI-4の F2では同じ

範囲に分布しているが，各表現度の階級に対する個体頻

度を異にし後者の組合わせの方が平均値としては高く

なっている。次に，正常型を示す F2個体群をながめてみ

% 

入
¥

ら

巳
60 

0 1:コ Homozygous
• _ Heterozygous 

40 

30 
N-44xCJ-7 
(ら)

20 

10 

30 

20 

A-58xCI-7 
(九)

10 

A-5xCI-4 
(九)

Fig. 9. Frequency diagrams of“clustering" 

expressivity in F2 population 

ると， A-58xClー7においては正常個体はすべて校梗の

先端の穎花に至るまで等間隔に穎花が着生しているのに

対し N-44XCI-7では正常型として分類されたものの

仁13に先端に異常を生じ，恰も表現度の低い叢粒性の虫1:1き

穎:iE着生の枝梗を有するものが認められた。表現度の強

さについては N-44xCI-7>A-5xCI-4であり，頻度に

ついても同様で、あった。これらの異常個体は勿論叢生に

90 

90 

h"= LI.G 
z 

h~=0.512 

hiニ 0.471

h~ = 0.568 

100 

f 
89.0 

95 100 

h~= 0.662 

hi = 0764 

時=0.544

Fig. 10. Result of selection exp巴rimentof“clustering" 

expressivity by Cl gene and polygenes 
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関しては正常型とみなすべき外貌であるから Cl遺伝子 別したからである。

は関与していない。従ってこれをここでは擬似叢粒性 以上が叢粒性の遺伝行動についての調査結果である

(pseudoclustered spikeletsまたはc1ustered-likespike- が，これに次いで正常型と叢粒型の形態的特徴並びに本

lets)と呼ぶことにする。 形質と他の形質との関係について述べる。

N-44XCI-7の Fzの叢生個体をみると，表現度の低い N-44 X CI-7及び A-58x Clー7のFzをそれぞれ叢生

ものは Fl程度の表現度で、あるが， 高い個体のなかには 型個体群，正常型個体群に大別し， t検定により一次校

交雑親のそれを凌ぐいわゆる超越分離ともみられるもの 便長，粒数，着粒密度および穂数に関して，両型聞の差

があった。 これに対し A-5xCI-4や A-58xCI-7では を検べたところ，後者の組合わせにおいてはすべての形

かかる個体を見出すことはできなかった。叢生系統L 質に亘って有意性はなく，前者においても粒数および穂

16の表現度にくらべ， N-44XL-16から派生した F4の

Cl系統のなかで， L-16の表現度を凌ぐも

数には有意差は認められなかった。 しかし F検定によ

のが生じたこと，及び Cl系統と正常型親

系統との交雑 Fzに超越分離個体が出現し

たことは本形質に関する選抜の有効性を示

唆する。

A-58xCI-7及び N-44XCI-7の組合わ

せの Fz叢生個体中から表現度につき高い

もの (H)，中聞のもの 1M)および低いもの

(L)をそれぞれ 10個体ずつ選び、出し，合計

30の日系統を養成し，各系統内個体数10

i国を採り選抜効果を調べてみた(第 10図)。
L1G 

なお選荻効果の指数にはが= γ を用い

た。その結果 A-58xCI-7ではその遺伝力

につき，h~ = 0.512， h't = 0.471，及びh主=

0.568， N-44xCI-7では h号=0.662，h't= 

0.764及び h主=0.544を得た。因にCl遺伝

子に関する Fz異型接合体についてはF3に

おし、ては叢生個体のみを対象とした。

これらとは交雑親を異にするが，世代の

進んだ段階での選抜をも行なってみた。す

なわち N-44XL-16(F3)より得られた Cl-

1， -2， -5の次代目のなかからそれぞれ H

及び Lを選び出し，それらの F5における

選抜効果を調べたところが=0.25を得た

のである。また， CI-7 (F4)より養成したF5

個体からも H，L 2種の個体を選び，れに

て選抜を行ないが=0.21を得た。

前述の如く，組合わせによっては擬似叢

粒性が出現したが，Cl遺伝子を持たない

個体の表現度に関しても選抜効果が存する

ことは第 11図に示される如くである。 因

に A-58x CI-7 (Fz及び F3)で010以上の

値が示されたのは， 1疑似叢粒性と迄はし、え

ないが先端に多少の異常を呈する個体を区

2\~三乙一一

ー圃 O 

12 I'N¥ 

11 ¥ ¥ 1.0 
日---------→

(A-58xCI-71 

↓ 

Fig. 11. Result of selection experiment of“pseudoclustering" 

巴xpressivityby polygenes 

Table 4. T-test of some characters in Fz individuals 
assorted into clustered vs. normal 

(M)Clustered 
Cl-7 J Normal 

(~二5~) 山吋
Cl-7 J Normal 

Len日th ~T.r No. of 
of lst No.-of DE千~;~i.: a-%か%No. of 
raじhisesgrams sny 品

~l;;S Ir¥ plants 

旦U旦旦-)-(2) (3) (4) (5) 堕L一一一一
1，785 214 8.5 10.1 79.0 57.5 202 

2，149 209 10.4 8.9 1.9 73 

1，738 

1，932 

226 

216 

7.8 

9.1 

11.0 66.0 44.7 184 

10.2 0.0 71 

Each五gurestands for mean of Fz plants 

T-tests charact巴rs F Value Prob. 

N-44XCI-7 (1) 1.456 

(2) 1.039 N.S. 

(3) 1.541 

(4) 1.398 N.S. 

A-58xCI-7 (1) 1.217 N.S. 

(2) 1.096 N.S. 

(3) 1.348 N.S. 

(4) 1.202 N.S. 



森村・高橋: 稲の叢粒性の発現に関与する主働遺伝子と微働遺伝子の相互関係 397 

Rachises carryIng 4 grains 
10 
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30 
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30 

CLUSTERED 

-・h園 -ー
胡

40 

Fig. 12. Comparison of rachis length between normal and 

clustered phenotypic parts in F) of A-58 x CI-7 

ると両型は一次枝梗長と着粒密度については同ーの分布 のほか，本形質の特徴を表わすものとして先端部着粒の

とは考えられず，一次枝梗長の平均値にかなりの差が 仕方 (pattern)がある。第 13図は N-44xCI， A-5xCl 

あったことから，叢生型個体の一次校梗が正常型のそれ 及び A-58x Cl 3組合わせの F)につきそれを示したも

に比し短いことが推定される(第4表)0 A-58xCl-7の のである。 Flにおける表現度の高い組合わせほど先端

Flを用い二次枝梗長につき調べたものが第 12図であ 部に着粒数が多いという傾向がある。

る。この図の上部から4粒を持つ二次枝梗長の比較(校 また， 同じく Flにつき枝梗の先端から4粒日までの

梗長には先端穎花長も含む)，次いで、3粒， 2粒左なって 穎花長とその変異係数，稔実歩合並び干こ粒重につき両型

いる。 4粒の場合は長さに関して分布域に差があるにし 聞に如何なる差が存するかを調査した。これは枝梗先端

ても未だ正常型と叢生型との聞が連なっているが 3粒 部に対する養分供給が叢生化することにより妨げられる

や 2粒の場合では明らかに分れており，叢生型の校梗が か否かを間接的に知ろうとするものである。その結果，

短縮している。つまり叢生なる形態は枝梗の先端部の短 叢生が3粒程度であれば穎花の長さとその変異係数，稔

縮により結果せられたものと考えてよいようである。そ 実歩合および粒重の何れにも両型聞に差はなく，正常型，

Pattern 10 20 30 

山 2-1's 3→芦
Fig. 13. Pattern-frequency on location of spikelets in periferal 

part of panicles in F1s from crosses， N-44 x Cl， A-5 x 

Cl and A-58 x Cl 



に対し叢生型7系統が等しく配された交雑組合わせの

Fl及びその後代の調査結栄から，正常:L¥IJ.XJIが N-44>A-

5>A-58の!阪で叢粒性の表現度を正の方向に変更する遺

伝子を多く持っていることが推定された。また同一正常

型親のセット内ではそれに配された叢生型脱系統の表現

度に比例したところの Fl表現度が得られ， このことか

ら主働遺伝子に対して微働泣伝子が吏に相加的に関与

し，それが本形質の表現度を一定方向に土佐さしめること

が示唆された。

さらに， 本形質の FJ変異が次代にどの程度受け継が

れるかについては，Fl表現度の高かった組合わせではF2

でも同様に高い表現度の倒体を分離することをま日った。

また，F2の正常型個体群と殺生型個体群の平均粒数に

差のないことから，叢粒性なる形質は一定の粒数が枝板

上に着生するその仕方に関するものであることが切らか

にされた。なお，校梗長については二次校梗長で両型間

の差が著しく，それは主として先端部附近の枝梗の短縮

によるものであった。このような短縮化が先端部穎花へ

の栄養供給の妨げとなるか否かについては，叢生が3粒

程度であれば特に不利とL、うわけではなかった。しかし

極めて高い表現度で，一節{立に7乃至8粒が着生すると

開花，受粉或いはその後の発育に支障が生ずるのか不稔

歩合が増し，成熟後には脱粒の傾向さえ帯びるに至る。

第4号

Table 5. Expressivity of pseudoclustering 

in 3 normal strains used as parent 

of crosses 
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LXlOO 
町

日:

s: 

微働遺伝子に関する選抜実験につき，遺伝獲得量から

求められた遺伝力を指標に用い，むから F3に至る闘で

h2=0.512， 0.662， F4から Fsに至る聞でが士0.25，Fsか

らんの間でが=0.21なる値を得たが，これらは叢粒性

の表現度が明らかに微働遺伝子の作用をも受けているこ

とを示すものであろう。 DRUGER(1962)はウスグロショ

ウジョウバエの姐の長さで， HARDING及び WALLARD

(1965)は月豆の大さで，また MOHLER(1967)はキイロ

ショウジョウパエの crossveinless様形質の表現度に於

いて，いずれも量的形質に対する微働遺伝子の異積効果

や選抜効果を報告している。

著者らの場合では日附近で遺伝力は急激に小さくな

った。これは本形質がそれほど多数の微働遺伝子には国

っていないことを示唆し，比較的早い世代でもそこに関

与する遺伝子の向型妓合化が進んだのであろう。

只一回のみの交雑の後代では同型接合化が早く進む半

面，ある程度以上の表現度個体の出現は期待し得なし、。

変異を更に拡大することになったところの C1-4xCI-7

なる交雑を通じて，高い表現度とその:1¥現頻度がその後

代におL 、て 1~1 られた。このような再交雑による変兵の拡

大については， FALCONER及び KING(1953)がハッカ

叢生型ともに同じように穎花が発育且つ稔実するものと

みなされた。

第5表は交雑に用いられた正常型3系統の擬似議粒性

の表現度の差異に関するものである。 A-58は極めて

整った穂を有するのに対し， N-44ではかなりの異常性

が穂の先端部に生じている。 A-5はその中間であって，

これらの擬似叢粒性の表現度は叢生系統との交雑後代で

得られた表現度の差に対応するものであった。

r: 

主働遺伝子による形質の表現度や浸透率が変更遺伝子

や微働遺伝子の共存により種々変異することに関する実

証的研究としては，キイロショウジョウパエを用いての

BA TEMAN (1959)の dumpy(短遡)表現型模写の研究，

MOHLER (1962， 1963， 1964， 1965)のcrossveinless様系

統の研究，或いはまた SPICKETT及び THODAY (1966) 

の sternopJeuralchaetaの数に関する遺伝子分析など

が挙げられる。また CLARKE及び SHEPPARD(1963) 

の蝶の一種における擬態型の遺伝変異もこの種の研究に

属するといってよい。

作物において，特に叢粒性に関するものとしては，

PAWLISH等 (1964)が燕麦の交雑後代中に突然変異とし

て叢生小花を発見したとし、う報告がある。

著者らの行なった本実験において， 11二'j吉1¥-1)の親3系統

考論
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ネズミの体形， KING (1955)がキイロショウジョウパエ

の DDT抵抗性に於いても認めている。

正常型系統と叢生型系統の交雑 F2における正常型個

体群の穂の先端部に異常着粒がみられ，この形質表現に

ついても遺伝的差異があると看るべきであることを述べ

た。その交雑親正常型系統におけるこの異常性程度の高

さはFrのそれと一致していた。 これらの事実は， 主働

遺伝子がなくとも徴働遺伝子のみによっても異常形態

叢粒性ーを表現することが可能であり，このいわゆる擬

似叢粒性が選放の対象になりうることを示すものであ

る。 微働遺伝子による表現型模写については MOHLER

(1956， 1962， 1963， 1964， 1965)， BATEMAN (1959)及び

MILKMAN (1966)などによるキイロシヨウジョウパエの

遡脈の研究に詳しい。

著者らもまたこの様な例を一つ加えたといってよいで

あろう。

要 約

l 稲の叢粒性が質的には第1連鎖群所属の主働遺伝

子 CIに支配されつつも，量的形質としてかなりの変異

性を保有し，その変異は徽1動遺伝子に因るものであるこ
とがほぼ明らかとなっTこ。

2. 主働・徴働両遺伝子の相互作用は累積的とみなさ

れ，種々の表現度の個体が交雑後代で得られた。

3 また，主働遺伝子不在でも微働遺伝子のみによっ

ても叢粒傾向が表現された。

4. 選抜実験を通じて，微働遺伝子はそれ程多数では

ないものと推定された。

5. 叢粒i生は，形態的にみれば枝梗の先端部附近の伸

長が抑制されたことによるものであった。

引用文献

BA TEMAN， K. G. (1959) The genetic assimilation of 
the dumpy Phenocopy. J. Genetics， 56: 341-352 

(1959) The genetic assimilation of 

four venetion Phenocopies. J. Gen巴tics56: 443-

474. 

CLARKE， C. A. and P. M. SI-IEPPARD (1963) Inter司

ractions between major genes and polygenes in 

the determination of the mimetic patterns of 

Papilio P.ω-danus. Evolution， 17: 404-413 

DRUGER， M. (1962) Selection and body siz巴 inD. 

pseudoobsc即 -aat di丘巴r巴nttemperatures. Genet-

ics， 47: 209-222. 

FALCONER， D. S. and J. W. B. KING (1953) A study 

。fselection limits in the mouse. J. Genetics， 
51: 561-581. 

HARDING， J. and R. W. ALLARD (1965) Genetic 

variability in highly inbred isogenic Iines of the 

Lima bean. Crop Sci.， 5: 203-206. 

KING， J. C. (1955) Integration of the gene pool as 

demonstrated by resistance to D.D.T.. The 

American Naturalist， 89: 39-46. 

MILKMAN， R. D目 (1966) The genetic basis of natural 

variation VII1. Synthesis of cve polygenic com司

binations from laboratory strains of D. melano-

gaster. Genetics 53・863-874

(1966) The genetic basis of natural 

variation IX. Comparative studies on cve-pheno-

copy sensivity in Drosolうがla. Genetics， 54: 793-
803. 

MOHLER， J. D‘(1962) Gene action in polygenic sys-

t巴msof D. obscura. Genetics 47: 972. 

(1963) The influence of some cross-

veinless-like genes on the crossveinless pheno-

copy sensitivity in D. malanogaster. Genetics， 

51: 329-340目

and G. S. SWEDBERG (1964) Wing 

vein development in crossveinless-like strains of 

D. melanogaster. Genetics 50: 1403-1419 

(1965) Preliminary genetic analysis 

of crossveinless-like strains of D. melanogaster 

Genetics 57: 65-77. 

(1967) Some interactions crossv臼nlesト

like genes in D 押lelanogaster. Gen巴tics57・65-

77. 

MORIMURA， K. and K. 1. SAKAI (1965) Genetical 

studies on c1ustered spikelets in rice. National 

Institute of Genetics， Japan Annual Rep.， 16: 73 

長尾正人・高橋寓右衛門・森村克美 (1964) 稲の交雑に

関する研究， XXVIII報 主として外国稲より導入

された数種の形態的形質とそれに関与する遺伝子並

びにその連鎖関係.北海道大学農学部邦文紀要， 5: 

89-96目

PAWLISH， P. E.， 1. M. ATKINS and J. R. JUSTIN (1964) 

An巴w spik巴letvariation in oats. Crop Sci.， 4: 

229 

SPICKETT， S. G. and J. M. THODA Y (1966) Regular 

responses to selection II1. Interraction between 

located polygenes. Genet. Research， 7: 96-121. 

T AKAHASHI， M. and K. MORIMURA (1968) Prelimi-

nary report on the inheritance of c1ustering habit 

of spikel巴tsin rice plant. J. Faculty of Agr.， 

Hokkaido Univ.， 56 (1): 67-77. 



400 北海道大学農学部手1¥文紀要第 6巻第4号

Summary 

This is the sequence of reports on the genic anal-

ysis of a morphological character called clustering 

habit or clustered spikelets which means a clumped 

arrangement of spikelets in the top part of rachises. 

This character is essentially governed by a single 

partially dominant gene Cl， which belongs to the 

五rstlinkage group 

With respect to the degree of character expression 

in individual plants， howev巴r，variations are to be 

seen in the extracted clustered types from the hybrid 

progenies of crosses between the normal and the 

clustered. In this connection this character was 

studied quantitatively by the writers. 

The material for the present study， principally， 

were three normal strains and seven extracted lines 

possessing the Cl gene derived from a normal X a 

typical clustered strain. These extract巴dlines differ 

each other in their expressivity of the clustering 

habit. Additional crosses were made between some 

normal strains and the above mentioned Cl-contained 

seven lines， and their Fj hybrids and F2' F3 and F4 

populations were raised. Pjs， Fjs， F2s， F3s and F4s 

were examined in their character expression of the 

c¥ustering habit， together with some other morpho・
logical characters which might have something to 

do with the panicle formation or development. 

In the Cl-contained lines， intraline variation in ra-

chis length， grain density in a panicl巴andthe degree 

of clustering was observed， indicating that they are 

still segregating. It was also found out that the 

normal strains lacking the Cl gene wer巴notalways 

free from the occurrence of clustering. The normal 

strains in the parental material di任eredin this re-

spect， and they also behaved di紅白rentlyin crosses 

with the same Cl-lines 

Through these examinations， including the obser-

vation and selection experiment in Fj， F2 and F， 
generations， the writers have arrived the conclusion 

that the clustering habit is expressed by the presence 

of polygenes besides the major gen巴，Cl. 

It was also estimated that the e妊巴ctof Cl gene as 

well as of polygenes concerned might be a kind of 

growth inhibition of the peripheral part of panicles 


